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ユニット 2 
国際交流：災害から生まれた世界との絆	 

	 

このユニットで考えること	 (Essential Questions) 
	 

1.   国際社会において、なぜ国際交流は大切なのか。	 
 Why is international exchange activity important in a global society? 
2.   人はどのような時に、相手を思いやる気持ちになるのか、特にどのような時に、国	 
	 	 境を超えた国と国との助け合いが生まれるのか。	 

When and under what circumstances can people have empathy for others? Under what types of 
circumstances does international assistance between countries become possible? 

 
はじめに	 	 

	 

1.	 みなさんはこれまでにボランティア活動に参加したことがありますか。いつ、
	 どこで、どんな活動を行いましたか。	 	 *行う（おこなう）	 

	 

	 

2.   参加したことがある人はどうしてボランティア活動に参加しようと思いましたか。	 
	 参加してよかった、または難しかったと感じたことがありましたか。それはどん	 	 

	 	 	 なことでしたか。	 

	 

	 

3.   復興支援に関するボランティア活動について考えてみましょう。	 
3.1.  もし東日本大震災のような災害がみなさんの国で起こったら、みなさんは被災地
	 	 や被災者のために、どのようなボランティア活動ができると思いますか。思いつ

	 	 くボランティア活動を書き出してください。	 

	 

	 

	 

3.2.  もしみなさんが被害にあい、当たり前だと思っていた日常の生活のすべてを失っ
  てしまったとしたら、どんなサポートが必要、または役立つと思いますか。そう
	 	 いう経験をしたことがある人は、その時のことを思い出してリストを作ってくだ

	 	 さい。次のページにある表に以下の単語を「物資」または「サービス」のどちら

	 	 かあてはまる欄
らん

に書いてください。また、他にこんなサポートがあったらいいと

	 	 思うものがあれば、それも書きくわえてください。	 
 

  食料品 カウンセリング	 衣類
いる い

	 	 	 建設作業
けんせつさぎょう

（建物
たてもの

を建
た

てる）	 

	 	 医療
いりょう

	 	 話し相手	 	 清掃
せいそう

（そうじ）	 見回り・パトロール	 
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3.3.   3.2.であげたボランティア活動について、物資、サービスという点からグループ	 
	 	 で違いを話し合いましょう。	 

	 

	 

	 

3.4.    他にもいろいろな復興支援の活動があります。カタカナや知っている漢字をヒン 
   トにして、意味を考えてみましょう。日本語と英語を線でつないでください。 

 

a. 支援物資整理
しえん ぶ っ し せ い り

・分配
ぶんぱい

	 	 	 ・	 ・Interpreter	 	 	 

b. ボランティア・コーディネート	 ・	 ・Searching dead body	 

c. 炊
た

き出し	 	 	 	 ・	 ・Medical care	 

d. 通訳
つうやく

     ・ ・Providing hot meal 	 

e. 遺体
いたい

の捜索
そうさく

	 	 	 	 ・	 ・Organizing and distributing  
           supplies	 

f. 精神的
せいしんてき

ケア	 	 	 	 ・	 ・Mental care	 

g. 瓦礫
がれき

撤去
てっきょ

	 	 	 	 ・	 ・Coordinating volunteers	 	 

h. 医療
いりょう

	 	 	 	 	 ・	 ・Removing debris 
	 

3.5.    みなさんの専攻は何ですか。自分の専門分野の知識が活かせるようなボランティ
	 	 ア活動は何かありますか。あったらその活動に○をつけてください。また自分に	 

	 	 	 	 もできそうな活動はありますか。あったら×をつけてください。	 

	 

	 	 	 	 □建設
けんせつ

	 	 	 	 □遺体
いた い

の捜索
そうさく

	 	 	 	 □見回り	 	 	 	 □医療
いりょう

	 	 	 	 □炊
た

き出し	 	 

	 	 	 	 □瓦礫
がれ き

撤去
てっきょ

         □話し相手	 	 	 □通訳
つうやく

	 	 	 	 □清掃
せいそう

	 	 	 	 	 	 	 	 □精神的
せいしんてき

ケア	 	 

	 	 	 	 □カウンセリング	 	 	 □支援物資整理
しえん ぶ っ し せ い り

・分配
ぶんぱい

	 □ボランティア・コーディネート	 

	 	 	 	 □その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

物資	 サービス	 
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パート 1	 岩手県陸前高田市の住宅跡地でのボランティア	 
 
I. 読む前に   
 
1. みなさんは「JETプログラム」というプログラムについて聞いたことがありますか。	 

	 	 JETプログラムについて、どんなことを知っていますか。グループ情報交換
じょうほうこうかん

をして

	 ください。	 

	 

	 

	 

	 

	 
	 

2. JETプログラムの活動について、見てみましょう。	 
2.1. まず、以下のウェブサイトを見て大まかな情報を得た後で、以下の問題に答えて

	 	 ください。	 
  http://www.jetprogramme.org/e/introduction/index.html 
 
2.1.1.   JETプログラムとは、何の略称ですか。	 
	 
	 	 	 	 	 J=__________     E=__________    T=__________ 
 
2.1.2.   JETプログラムには、どのくらいの歴史がありますか。	 
	 

	 

2.1.3.	 	 JETプログラムの目的は何ですか。参加者はどのような仕事をしますか。	 
	 

	 

2.1.4.  2013年には、何カ国から何人
なんにん

が JETプログラムに参加しましたか。 
	 

	 

2.1.5.	 	 JET プログラムの OBは何人ぐらいいますか。日本での仕事が終わった後、参加	 
	 	 	 	 者はどのような活動をしていますか。	 

	 	 （ヒント：Former JETs	 というタブをクリックして、答えを探してください。）	 
 
 

3. 次のウェブサイトにあるビデオを見てください。実際に JETプログラムに参加し
	 ている参加者の活動内容、様子、コメントから、JETプログラムに参加すること
	 にはどのような利点があると思いますか。また JETプログラムは地域の学生や

	 人々にどのような影響
えいきょう

を与えていると思いますか。グループで話し合ってくだ

	 さい。	 
 http://www.jetprogramme.org/e/aspiring/index.html 
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4. 復興支援やボランティア活動に関する単語を勉強しましょう。	 
4.1. 次の漢字の正しい読み方とその意味を線でつないでください。考えてもどうし	 

	 	 ても分からない場合は、辞書を使ってもかまいません。	 
  1) 

a. 清掃	 	 ・	 	 ・ぶっし	 ・	 	 ・食事を作って提供
ていきょう

する（与える）	 

b. 被害	 	 ・	 	 ・しえん	 ・	 	 ・人間の生活や活動に必要な物	 

c. 撤去	 	 ・	 	 ・ひがい	 ・	 	 ・害をうけること	 

d. 支援	 	 ・	 	 ・たきだし	 ・	 	 	 ・何かをとりのぞく	 

e. 物資	 	 ・	 	 ・せいそう	 ・	 	 	 ・そうじをする	 

f. 炊き出し・	 	 ・てっきょ	 ・	 	 	 ・助け	 

  2) 
a. 建設	 	 ・	 	 ・ぶんぱい	 ・	 	 ・水がまじってやわらかくなった土	 

b. 泥	 	 ・	 	 ・ぼうはん	 ・	 	 ・人間の心のはたらき	 

c. 整理	 	 ・	 	 ・けんせつ	 ・	 	 ・何かを分けて配る	 

d. 分配	 	 ・	 	 ・せいしん	 ・	 	 	 ・何かをととのえる	 

e. 精神	 	 ・	 	 ・どろ	 	 ・	 	 	 ・犯罪
はんざい

が起こらないように防
ふせ

ぐ	 

f. 防犯	 ・	 	 ・せいり	 ・	 	 	 ・建物をたてる	 

 
4.2.    これは色々な災害や被害に関係する写真です。その写真にあう言葉を下の	 
	 	 	 	 	 	 	 から選んで＿＿＿＿に書いてください。	 
	 

 a.         b. 
 

	 	 	 	   	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 
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	 c.                  d. 
 

 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 	 	 	 	 
 
 e.        f. 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	 
	 	 

	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 	 	 	 	 	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 	 
	 

 
 
 
 
4.3.	 	 	 次の漢字の正しい読み方とその意味を線でつないでください。考えてもどうし	 
	 	 	 	 	 	 ても分からない場合は、辞書を使ってもかまいません。	 
           1) 

a. 地盤沈下 ・	 	 ・はしら	 	 ・	 	 ・建物などがなくなった跡
あと

の土地	 

b. 跡地	 	 	 ・	 	 ・じゅんしょく	 	 ・	 	 ・仕事のために命を落とすこと	 

c. 柱	 	 	 ・	 	 ・じばんちんか	 	 ・	 	 ・地面が下がる	 

d. 殉職	 	 	 ・	 	 ・げんえき	 	 	 	 	 ・	 	 	 ・建物で屋根などを支える部分	 

e. 現役	 	 	 ・	 	 ・あとち	 	 	 	 	 ・	 	 	 ・今でも活動していること	 

支援物資	 	 	 土砂災害	 	 医療支援	 

瓦礫
がれ き

撤去	 	 	 浸水被害	 	 炊き出し	 
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             2) 
a. 瓦礫	 	 	 ・	 	 ・もえる	 	 ・	 	 ・再び盛

さか

んになる	 

b. 燃える	 	 ・	 	 ・たたみ	 	 ・	 	 ・使えなくなった車	 

c. 復興	 	 	 ・	 	 ・はいしゃ	 	 ・	 	 ・瓦
かわら

や小石、壊
こわ

された建物の一部など	 

d. 畳	 	 	 	 ・	 	 ・ふっこう	 	 ・	 	 	 ・何かが焼
や

けてなくなってしまう	 

e. 花瓶	 	 	 ・	 	 ・がれき	 	 ・	 	 	 ・花をかざる入れ物	 

f. 廃車	 	 	 ・	 	 ・かびん	 	 ・	 	 	 ・和室の床に敷
し

く物	 

4.4.  漢字にふりがなをつけてください。それから単語を見て、仲間はずれに○を 
   つけてください。また、どうして仲間はずれなのか理由も説明してください。  
 

a. 廃車 	  地盤沈下	 	  海水	 	   浸水 
 

b. トタン屋根	    現場	  	 畳	 	 	 	   柱	  
 

c. 雑誌  参考書	 	   浴衣   本 
 

d. 跡地	   花瓶	 	   現場	 	   被災地 
 
5. みなさんがボランティアとして被災地を訪れることになりました。「はじめに」
	 で触れた色々なボランティア活動や 4に出てきた復興支援やボランティア活動に	 
	 関する単語を思い出してください。みなさんにとって一番取り組みやすそうな活	 

	 動、また一番取り組みにくそうな活動は何だと思いますか。それはどうしてですか。	 

	 

 取り組みやすい	 取り組みにくい	 
	 

	 

ボランティア活動	 

復興支援活動	 

	 
	 

 
 

 

	 

	 

理由	 
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II.  読んでみよう  
 
1. これから東日本大震災 (2011.3.11)	 で被害の大きかった陸前高田市でガレキ撤去のボ	 
	 ランティアをした谷さんが書いた記事を読みます。まず一度ざっと読んでください。	 
 

段落	 岩手県陸前高田市の住宅跡地でのボランティア	 
 

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
4 

	 一行*は、会議終了後の	 22	 日にバスで東京を出発し、翌	 23	 日(日)朝、秋

田県などの東北地方から合流した現役	 JET	 参加者とともに北上市内から移動

しました。陸前高田市内は、8月にスーパーが開店するなど復興に向けた足取

りが見られますが、海岸付近の旧市街地には地盤沈下の結果海水が浸水したり

瓦礫や廃車などが集められたりし、7ヶ月以上が経った今も被害の大きさを伝

えています。	 

	 

	 午前 9時前に「陸前高田市ボランティアセ	 ンター」で受け付けを済ませ、

現場へと直行しました。現場は海岸から数百メートル	 離れた住宅跡地で、

「燃えるもの」と「燃えないもの」に分別する作業を行いました。OB	 達は、

前日の雨で足場の悪い中、地中に埋まっているトタン屋根、柱、畳などに、漁

船を繋いでいたであろう太いロープを括り付け、力を合わせて引っ張り出しま

した。	 

	 

	 この現場には、近隣から参加されたボランティアの方々もいらっしゃいまし

たが、OB	 達の力強い行動に感嘆の声を上げていました。また、中学生のお子

さんの学生服や氏名のゴム印、参考書、浴衣の生地や花瓶なども発見され、あ

の日以前には、どこにでもある家庭生活が営まれていたことが伺えます。	 

	 

	 陸前高田市は、アメリカ出身の	 JET	 であったモンゴメリー・ディクソンさ

んが殉職された場所でもあります。このボランティア活動に参加させてもらっ

た筆者も、作業中は慣れない力仕事に精一杯でしたが、後になってみると、こ

のお子さんは、モンゴメリーさんの教え子だったのだろうか、だとしたらモン

ゴメリー先生とどのような思い出を作ったのだろうか、今はどこか別の場所で

新しい学校に通っているのだろうか、という思いが頭を過ぎります。	 

	 

*ここでの「一行」とは世界 13の国と地域の JETAA (JET Alumni Association) 各支部の代表と
JETAAインターナショナルの役員の計 19名のことを意味する。	 
	 

出典：CLAIRメールマガジン vol.20 (2011.11.10配信)｢JETOBによる総務省副
大臣訪問とボランティア活動｣から一部抜粋

http://www.clair.or.jp/j/forum/c_mailmagazine/201111/2-3.pdf                         
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1.1.  読んだ内容の順番に（	 	 ）に番号をつけてください。	 
a. （	 	 ）現場から様々な生活用品が発見された。	 
b. （  １	 ）現役の JETプログラムの参加者と OB達が陸前高田市に行った。	 
c. （	 	 ）JETの参加者で殉職したモンゴメリー・ディクソンさんと彼の	 
	 	 教え子のことを考えた。	 

d. （	 	 ）午前９時前に受付を済ませた後、ボランティア活動を始めた。 	 
 
1.2.   1.1. を見ながら＿＿＿に適切な文を書き入れ、全体として意味が通るようにあら    
	 	 	 すじをまとめてください。 
 

  JETプログラムの参加者と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
	 

	 	 	 そして、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 

	 

	 	 	 	 作業をしている時に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 

	 

	 	 	 	 作業の後、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
 
2. 今度はもう一度くわしく読んでいきます。 
2.1. 段落１を読んでください。 
2.1.1.   次の文を読んで正しいものには○、間違っているものには×をつけてください。 

a. （	 	 ）このボランティアに参加したのは、JETOBのみである。	 
b. （	 	 ）参加者は全員東京から現地に向かった。	 
c. （	 	 ）陸前高田市では地盤沈下のため、海水が浸水した。	 
d. （	 	 ）陸前高田市は、ほぼ完全な復興に向かっている。  

 
2.1.2.	 段落 1の最後に「7ヶ月以上が経った今も被害の大きさを伝えています」と書か	 
	 	 れています。それは、どのような状況からわかりますか。	 
 
 
2.1.3.  この状況から、陸前高田市でこの活動が行われた時にはどんなボランティア活	 
	 	 動が必要とされていたと思いますか。	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 

2.2. 段落 2をもう一度読んで、質問に答えてください。 
2.2.1. この日、JETOBがボランティア活動を行った場所はどこですか。	 
	 	 （ヒント：「現場」というのは、どこですか。）	 

	 

	 

	 



 © Junko Tokuda Simpson, 2014 9 

2.2.2. この日、一行が行った作業にはどのようなものがありますか。正しいものには○
	 	 間違っているものには×をつけてください。	 

a. （	 	 ）ボランティアの受け付け	 
b. （	 	 ）燃えるものと燃えないものの分別	 
c. （	 	 ）カウンセリング	 
d. （	 	 ）漁船の修理	 
e. （	 	 ）地中に埋まっているものの取り出し	 

 
2.2.3. この日、地中から集められたものに○をつけてください。	 
	 	 	 	 

	 	 	 トタン屋根	 	 	 	 漁船	 	 柱	 	 	 	 	 	 	 畳	 	 ロープ	 	 

	 

2.2.4. この日は作業がしやすかったですか。しにくかったですか。どうしてそうわかり
	 	 ますか。	 

	 

	 

	 

2.3. 段落 3をもう一度読んで、質問に答えてください。 
2.3.1. このボランティア活動には、JETOB以外にどんな人達が参加していましたか。	  
 
 
 
2.3.2. この日は現場でどんなものを集めましたか。本文から、ここは震災の前はどんな
	 	 ところだったことがわかりますか。	 

	 

	 

	 

	 

2.4.	 段落 4をもう一度読んで、質問に答えてください。 
2.4.1. 陸前高田市とモンゴメリー・ディクソンさんにはどんな関係がありましたか。	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

2.4.2. 次の表現を別の日本語で言うとどうなりますか。一つ選んでください。	 
1) 慣れない力仕事	 

a. （	 	 ）したくない力仕事	 
b. （	 	 ）いつもはしない力仕事	 
c. （	 	 ）しなくてはいけない力仕事	 	 
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2) モンゴメリーさんの教え子	 
a. （	 	 ）モンゴメリーさんが教えた子ども	 
b. （	 	 ）モンゴメリーさんに教えた子ども	 
c. （	 	 ）モンゴメリーさんといっしょに教えた子ども	 	 

	 

3) そういう思いが頭を過ぎる	 
a. （	 	 ）絶対にそうだと信じる	 	 
b. （	 	 ）そうに違いないと思う	 
c. （	 	 ）そうではないかとふと思う	 	 

	 

3. 段落 1から 4をもう一度読んで、質問に答えてください。	 
3.1.	 	 だれが、どこで、どんなボランティア活動をしましたか。正しいものに○をつけ	 	 	 
	 	 	 	 	 	 てください。	 
 

1) (a.	 谷さん	 	 	 b.	 JETOB	 のみ	 	 c.	 JET関係者)	 がボランティア活動に参加し
た。	 

	 

2) ボランティアに参加した一行は（a.	 秋田市	 	 	 	 b.	 北上市	 	 	 	 c.	 陸前高田市）
で活動を	 行った。	 

	 	 
3) 参加者は（a.	 ゴミの収集、分別	 	 	 	 b.	 建設	 	 	 	 	 c.	 カウンセリング）の作
業を行った。	 

	 

4) 本文の内容から判断すると、この活動が行われたのは 2011年（a. 8月	 	 	 	 
b. 9月	 	 c. 10月）以降だ。	 

	 

3.2. この記事には誰が、どこで、いつ、どんなボランティア活動をしたことが書か	 

	 	 れていますか。要点をまとめて 100字から 150字ぐらいで書いてください。	 
	 

	 

	 

4. 言語学習	 	 
4.1. 漢字／語彙	 :	 次の漢字に読みがなをつけてください。読み物の中で、その語を使

	 	 った文を探して書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。	 

	 

読みがな	 文（読み物からの例）	 

	 

東北地方	 

 

	 

参加	 

 

	 

被害	 
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現場	 

	 

	 

作業	 

	 

	 

行う	 

	 

	 

瓦礫	 

	 

	 

分別する	 

	 

	 

現役	 

	 

	 

	 

跡地	 

	 

	 

発見する	 

	 

	 

教え子	 

	 

	 

思い	 

	 

	 

殉職する	 

	 

	 

4.2. 文法／表現	 

4.2.1. 読み物の中から以下の表現を使った文を探して書いてください。	 
	 

フレーズ	 文（読み物からの例）	 

復興に向けた足取り	 
	 

	 

被害の大きさを伝える	 
	 

	 

現場へと直行する	 
	 

	 

作業を行う	 
	 

	 

感嘆の声をあげる	 
	 

	 

どこにでもある家庭生活	 
	 

	 

思いが頭を過ぎる	 
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4.2.2. 意味が通る文章になるように、左と右を線でつないでください。	 
	 

a. 瓦礫
がれき

や廃車の山は	 	 	 	 ・	 ・陸前高田市で殉職した。	 

b. ボランティアグループは	 	 	 ・	 ・歓声の声があがった。	 

c. モンゴメリー・ディクソンさんは	 ・	 ・瓦礫
がれき

処理の作業を行った。	 

d. 力強い支援活動に	 	 	 ・	 ・被害の大きさを伝えている。	 

	 

III. 読んだ後で	 	 
	 	 

1. グループで以下の外国人の復興ボランティア活動について意見交換しましょう。	 
	 今まで習ってきた語彙や表現をたくさん使ってください。	 

1.1. 現役 JETや JETOBは、なぜこのボランティア活動に参加したのでしょうか。	 
	 

1.2. 彼らは JETをしていたモントゴメリーさんが殉職した陸前高田市で、どんな気	 
	 	 	 	 持ちになったと思いますか。それはなぜですか。 
	 

	 

	 

2. 次に、新しいグループで国際交流について話し合いましょう。	 
2.1.  国際交流というのは、何でしょうか。誰が、誰と、何のために、どんなこと	 
	 	 をすることでしょうか。	 

	 

	 

2.2.    JETプログラムはいい国際交流だと思いますか。なぜそう思いますか。	 
	 

	 

2.3.   国際交流は今の国際社会で大切なことだと思いますか。それはなぜですか。	 
	 

	 

3. 東日本大震災の復興支援活動には、様々なものがあります。その他の例をみてみ
	 ましょう。	 

3.1. (宿題)「助けあいジャパン」というサイトの「助けあいの入り口」というタブ	 

	 	 をクリックした後で、「ボランティア」というカテゴリーを選んでください。	 

	 	 	 3、4人のグループで好きな例を 2つ選び、人々がどのような活動を通して東北を
	 	 支援しているのか調べてみましょう。	 

	 	 「助けあいジャパン」	 
  	 http://tasukeaijapan.jp/?cat=173 
	 

3.2.	 	 	 調べてわかった内容を、クラスで発表してください。	 
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パート 2  	 東日本大震災、外国人からの支援活動   	 
 
I. 見る前に  
 
1. 考えましょう	 
1.1.  パート１で JET参加者のボランティアについて勉強しましたが、それ以外の外国
	 	 人も被災地でボランティアをしました。どんな国の人が、どんな活動をしたと思

	 	 いますか。また、知っていることはありますか。クラスメートと話し合ってくだ

	 	 さい。	 

	 

	 

	 

	 

2. 支援に関する言葉を勉強しましょう。	 

2.1. 「支援」というのは、励
はげ

まし、サポートするという意味です。次は震災支援に関 
   する言葉です。漢字の正しい読み方とその意味を選んで線で、つないでください。	 
 

a. 支援隊     ・    ・しえんきん	 	 	 	 	 	 	 ・	 ・ 困っている人やところをサポート	 
	 	 	 	 	 	 	 するためのお金  

 

b. 支援物資 ・    ・しえんたい	 	 	 	 	 	 ・	 ・ 医師や看護師が被災地に行って 
                   怪我をした人や病人を助けること 
 

c. 医療支援 ・    ・しえんぶっし	 	 	 	 ・	 ・ 被災者や被災地をサポートして 
                 くれるグループ 

 

d. 支援金     ・   ・	 いりょうしえん	 	 ・	    ・ 足りなくなって困っているような	 
	 	 生活に必要な物	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 

2.2.   次の文を読んで、単語の意味を考えて書いてください。日本語で書けない場合は
  英語で書いてもかまいません。 

a. 緊急：   緊急の時は、911に電話する。	    ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

b. 避難所：家は危ないので、安全な避難所に行く。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

c. 仮設住宅： 津波で家がなくなったので、今は仮設住宅に住んでいる。	 	 
	  
          ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

d. アメリカ軍：アメリカはイラクやアフガニスタンにアメリカ軍を送った。 
	 	 	 	  
          ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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2.3.   左と右で関係があるものを線でつないでください。 
a. 医者 ・   ・	 支援金	  
b. 募金 ・   ・	 支援物資 
c. 水や衣類 ・   ・	 避難所 
d. 仮設住宅 ・   ・	 医療支援 

	 

2.4.  次は支援活動に関する単語です。まず、漢字にふりがなをつけてください。考え
	 	 	 てもどうしてもわからない場合は、辞書を使ってもかまいません。その後でペア

   で相談して、仲間はずれに○をつけてください。また、どうして仲間はずれなの
   か理由も説明してください。 

a. 支援物資	 	   支援金	 	  	 医療支援	 	  現場 
 

b. 避難所	 	 	   仮設住宅	  	 活動	 	 	 	  寝泊まり 
 

c. 艦船   飛行機	 	   災害   自動車 
 

d. ボランティア活動	  歴史	 	   援助	 	   サポート 
	 

2.5.   文の意味が通るように適切な言葉を下の	 	 	 から選んで＿＿＿＿＿に書き入 
  れてください。 

a. 世界中から＿＿＿＿＿＿＿が被災地にかけつけた。 
 

b. 食料や衣類などの＿＿＿＿＿が世界中から届けられた。 
 

c. 多額の＿＿＿＿＿が世界中から集められた。 
 

d. クウェート政府はお金ではなく＿＿＿＿で支援した。 
  
 

	 
 
II. 見てみよう  
 
1. これから世界の人々が東北のために行った支援活動についてのビデオを見ます。
	 一度ビデオを見た後で、正しいものには○、間違っているものには×をつけてくだ

 さい。http://www.youtube.com/watch?v=fZs3zfsoNGU         
a. （	 	 ）被災地のために世界中から支援が集まった。 
b. （	 	 ）支援活動に参加したのは大人だけである。 
c. （	 	 ）アメリカ軍も支援活動に参加した。 
d. （	 	 ）日本国内で 5000億円が集められた。 
e. （	 	 ）民間ボランティアの人々は、避難所で寝泊まりをしながら炊き出し

  などのボランティア活動を行った。 
   f.     （	 	 ）世界 23の国と地域から緊急援助隊が日本にかけつけた。 

  支援物資       支援金  原油  緊急援助隊 
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2. 次に、ビデオを細かく見ていきます。 
2.1.  ビデオ 0:00~1:14を見た後で、問題に答えてください。必要な場合には何度	 
	 	 	 見てもかまいません。	 

2.1.1.  ＿＿＿に適切な単語を書き入れてください。 	  
 
  アメリカ軍によって行われた支援活動は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿です。 
 
	 	 この活動にはおよそ＿＿＿＿＿＿＿人が参加しました。	  
 
2.1.2.  ビデオの映像では、アメリカ軍の兵士は被災地でどのような活動をしていました
	 	 か。 

	 
	 

2.1.3. いくつの国と地域から支援物資が届けられましたか。 
 
	 

2.1.4. 支援金はどれくらい集まりましたか。 
 
 
2.2. ビデオ 1:15~3:37を見た後で、質問に答えてください。必要な場合には何度見ても 
	 	 かまいません。	 

2.2.1. 復興支援に参加しているのは、大人だけではありません。被災地の子ども達を励
ますために、どこの国の子ども達がどんな活動をしましたか。	 

	 

	 

2.2.2. 東日本大震災復興のために、現在でも世界中から日本に支援が寄
よ

せられていま	 

	 	 す。ビデオに登場する次の 4名はどのような理由から、このような災害時に	 
	 	 国と国が助け合うことは大切だと考えていますか。ビデオのコメントから分かる

	 	 理由を書いてください。	 	 

支援者	 理由	 

	 

マレーシア	 レイモンドさん	 

	 

	 

	 

中国	 トさん	 

	 

	 

	 

アメリカ	 ジェニファーさん	 

	 

	 

	 

パキスタン	 ナディームさん	 
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2.2.3.  みなさんはこの人達の意見に賛成しますか。どうしてそう思いますか。または、
	 	 どうしてそう思いませんか。他に意見がありますか。グループで意見交換をして

	 	 ください。	 

	 

外国人ボランティアの意見 そう思う そう 
思わない 

理由・他の意見 

災害の時に援助するのは当たり前	 

	 

   

（歴史や領土問題などがあっても）	 

自然災害の時は話は別	 

   

日本とのつながりがあるので、	 

これからもそれを大切にする	 

   

恩返し	 
 

 
 

  

	 

3. 言語学習 
3.1. 漢字／語彙	 :	 左に漢字の読みがなを書いてください。右には、ビデオの内容に合

	 	 うように、東日本大震災に対する海外からの支援活動の例を、その言葉を使って

	 	 一文で書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。	 

	 

読みがな	 支援活動の例	 

ひさいち	 

被災地	 

例：被災地のために世界中が支援した。	 

	 

世界の国と地域	 

	 

	 

支援物資	 

	 

	 

緊急援助隊	 

	 

	 

医療	 

	 

	 

仮設住宅	 

	 

	 

原油	 

	 

	 

募金	 
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3.2. 文法／表現	 

3.2.1. 例にならって次の文を受け身を使って書き換えてください。（例をヒントにして
	 	 ください。）	 

例）	 	 	 世界各国の人々が支援金を集めた。	 

	 	 	 	 →	 世界各国の人々によって、支援金が集められた。	 

	 

a. アメリカ軍は被災地に支援物資を届けた。	 
	 

	 	 	 →	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

	 

b. 世界中の人々が、被災地の人々に励ましの言葉を送った。	 
	 

	 	 	 	 →	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

	 

c. 緊急支援隊が被災地で援助活動を行
おこな

った。	 

	 

	 	 	 →	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 
 
3.2.2.「集める」か「集まる」のどちらかを使って、文を過去形で完成させてください。	 
	 

a. 去年ボランティアに参加し、ガレキを＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
	 

b. 各国から様々な支援部隊が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
	 

c. 東北に支援金を送るため、学校で募金を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
	 

d. 日本国内だけではなく世界中からボランティアの参加者が＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
 
III.見た後で  
 
1.	 このビデオはフジテレビのニ	 ュースです。フジテレビがこのニュースを見た外国人
	 の感想やコメントを集めているとしたら、どんなことを書いて送りますか。みなさん

	 の感想や意見、コメントを 400 字以内にまとめて書いてください。	 

	 

	 コメントを書く時のポイント：	 

a. このニュースで紹介された支援活動の種類やタイプ	 

b. 多くの外国人ボランティアが日本を支援するために力を尽
つ

くしてくれた理由	 

c. このような支援活動と日本の国際交流との関係	 
d. 日本にとっての国際交流の大切さとその理由	 
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パート 3	 世界が日本に差し伸べた支援の手:東日本大震災での各国・地域支援	 
	 	 	 	 チームの活躍	 
	 

I.読む前に	 	 	 
	 

1. 	 世界各国から差し伸べられた東日本大震災への支援について見てみましょう。	 
1.1.	 	 東日本大震災の被害が大きかったのは、岩手県、宮城県、福島県の 3県です。
	 地図でこの 3つの県を探して○を付けてください。	 
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1.2.	 	 	 地図を見ると、海外からの救助チームがどこで活動をしたのかがわかります。一
	 番多くの国や地域から救助チームが送られた県はどこですか。	 

	 

	 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol73/ 
	 

1.3.	 	 	 次の場所は、読み物に書かれている支援活動が行われた場所です。上の地図でそ
	 れぞれの場所を探し、どの国や地域が支援に行ったのか書き出してみましょう。	 

	 

地名	 支援国・地域	 

岩手県大船戸市	 

	 

	 

宮城県仙台市	 

	 

	 

宮城県名取市	 

	 

	 

宮城県岩沼市	 

	 

	 

宮城県石巻市	 
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2. 	 復興支援やボランティア活動に関する単語を勉強しましょう。	 

2.1.	 	 海外からの支援チームは、日本の組織
そしき

と協力して、色々な活動に参加しました。

	 漢字の正しい読み方とその単語の意味を表すイラストを、線でつないでください。	 

	 	 	 

	 

	 

a. 自衛隊・	 	 ・	 けいさつ	 ・	 	 	 ・	 

	 
	 

	 

	 

	 

	 

b. 警察	 	 	 ・	 	 ・	 しょうぼう	 ・	 	 	 ・	 
	 
	 

	 

	 

	 

c. 消防	 	 	 ・	 	 ・	 いりょう	 ・	 	 	 ・	 

	 

	 

	 

	 

d. 医療	 	 	 ・	 	 ・	 じえいたい	 ・	 	 	 ・	 
	 

	 

	 	 	 

2.2.	 	 次の人達はどのような仕事を行いますか。仕事内容を日本語で説明してくださ
	 い。書き終わったら、答えをペアで比べてください。	 

	 

	 活動内容	 
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2.3.	 	 日本には「自衛隊」という組織
そしき

があり、災害の時に色々な活動を行っています。	 

	 ウェブサイトの「さまざまな事態への対応」というページにある自衛隊の災害時

	 の活動内容を読み、＿＿＿＿に適切な言葉を書いてください。	 
	 

        http://www.mod.go.jp/j/kids/ 

	 	 「知ろう」→「防衛省
ぼうえいしょう

・自衛隊の任務
にんむ

」→「様々な事態への対応」→	 

	 	 「災害派遣で自衛隊はさまざまな活動を行っています」を読んで答えましょう。	 
	 
	 

	 	 災害時に自衛隊はさまざまな仕事を行います。まず、災害を受けた人を	 
	 	 	 

	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿＿＿になった船や航空機を探すのも、自衛隊の	 
	 

	 	 仕事の一つです。また水害や雪害から人や家屋を＿＿＿＿＿＿＿＿たり、けがや	 
	 

	 	 病気の人を＿＿＿＿＿＿＿たり、被災地に必要な水や食料を＿＿＿＿＿＿＿たり	 
	 

	 	 します。	 
	 

2.4.   次の漢字の読み方とその意味を考えて、正しいものと線でつないでください。	 
	 	 考えてもどうしても分からない場合は、辞書を使ってもかまいません。	 
  1) 

a. 直後  ・ ・せんもんか ・ ・さがしもとめること 

b. 派遣  ・ ・ちょくご  ・	  ・任務のために人を送る	 

c. 捜索  ・ ・ほうふ  ・	  ・取り除くこと	 

d. 撤去  ・ ・はけん  ・	  ・ある分野のスペシャリスト	 

e. 展開  ・ ・そうさく  ・	  ・たくさんあること 

f. 専門家	 ・	 ・てっきょ	 	 ・	 ・広げること	 

g. 豊富	 	 ・	 ・てんかい	 	 ・	 ・（何かが起こった）すぐあと 

     2)  
a. 開始	 ・	 ・しゅうりょう	 ・	 ・世界平和のための仕事をする	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 ところ	 	 

b. 追加	 ・	 ・にんむ	 	 ・	 ・むりやりうばい取ること  

c. 総勢	 ・	 ・そうぜい	 	 ・	 ・しなければいけない仕事	 

d. 終了	 ・	 ・りゃくだつ	 ・	 ・全体の人数	 

e. 国際連合	 ・	 ・ついか	 	 ・	 ・終わること	 

f. 略奪	 ・	 ・こくさいれんごう・	 ・何かを始めること	 

g. 任務	 ・	 ・かいし	 	 ・	 ・後から加えること	 
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2.5.   適切な言葉を 2.4.から選んで、文を完成させてください。	 
	 

a. 佐藤さんは 25年間警察に勤めているので、経験が＿＿＿＿＿だ。	 
	 

b. 震災＿＿＿＿から、被災地には多くの＿＿＿＿＿やボランティアが＿＿＿＿＿	 
	 

	 	 され様々な活動が＿＿＿＿＿＿された。	 
 

c. 被災地では、瓦礫
がれき

の＿＿＿＿＿や行方不明者の＿＿＿＿＿が行われた。	 

	 

d. 被災地の人々はこのような災害に遭
あ

っても、泣き叫
さけ

ぶこともなく、＿＿＿＿も

せず、復興に向けて努力している。	 

	 

2.6.   	 	 	 	 から意味が似ている語を選び________に書いてください。(意味が通る文に
	 	 なるように、動詞を正しい形に変えてください。)	 考えてもどうしても分からな

	 	 い場合は、辞書を使ってもかまいません。	 
	 

a. 被災地の人達は、海外からの支援隊の様々な活動に	 	 励
はげ

まされた。	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 )	 

	 

b. 救助隊員達は	 恐
おそ

れる	 ことなく倒壊家屋
かおく

に入り、作業をした。	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 (	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 )	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

c. レスキュー隊は、経験が豊富だ。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 (	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 )	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

d. 地震が起こった	 	 次の日	 から、海外からの支援隊が日本にやってきた。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 (	 	 	 	 	 	 	 	 )	 

	 

e. ボランティアの人々は	 	 黙って	 	 作業をした。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (	 	 	 	 	 	 	 	 	 )	 

	 

f. 緊急援助隊は世界各国の人々で	 できている。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 )	 

	 

	 
 
 
 
 
	 

	 勇気
ゆう き

づける	 	 構成
こうせい

する	 	 臆
おく

する	 	 

	 

	 	 	 	 黙々
もくもく

と	 	 	 熟練
じゅくれん

した	 	 翌日	 	 	 
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2.7.	 	 次の表現の正しい意味を選んでください。	 
1) 言葉の壁	 

a. 色々な言葉を話すことができること	 
b. 色々な国の言葉が書いてある壁	 	 
c. 言葉がわからないので、コミュニケーションができないこと	 

	 

2) 調整する	 
a. 調子をととのえる	 
b. 調子を教える	 
c. 調子を合わせる	 

	 

 3)	 	 従事する	 
a. 何かを終わらせる	 
b. 誰かのためにあることをする	 
c. 仕事をすること	 

	 

 4)	 	 協力する	 
a. 力を合わせて何かをする	 
b. 同時に同じことをする	 
c. 力を比べる	 

	 

2.8.	 「言葉の壁を越える」というのはどんな意味だと思いますか。ペアになって話し	 
	 	 合ってください。	 

	 

	 

	 

	 

2.9.	 	 上の 2.7.	 と 2.8.で学んだ表現の中から適切なものを選んで＿＿＿＿＿に書いて	 
	 	 	 ください。(意味が通る文になるように、動詞を正しい形に変えてください。)	 	 

	 

a. 警察と消防は＿＿＿＿＿＿＿＿救助活動を行った。	 
	 

b. 海外からの支援部隊と国内の隊員は___________________交流をはかった。	 
	 

c. 海外支援部隊と民間のボランティア団体はスケジュールを＿＿＿＿＿＿＿	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 一緒に支援活動に取り組んだ。	 

	 

d. 自衛隊は瓦礫
がれき

の処理や行方不明者の捜索
そうさく

活動に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。	 
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II. 読んでみよう  
 
1.	 	 これは世界が日本に差し伸べた支援について書かれた外務省のウェブサイトの一部	 	 	 	 
	 	 	 です。まず一度ざっと読んでください。	 

段落	 

	 

	 

	 
1 
	 

世界が日本に差し伸べた支援の手〜	 

東日本大震災での各国・地域支援チームの活躍  
	 

震災直後から続々と届く世界中からの温かく力強い支援	 
	 

	 震災後約2ヶ月間で、23の国と地域からの緊急援助隊や医療支援チームが	 
日本を訪れ、被災地を中心に活動してきました。また、災害援助を調整する

国連人道問題調整部(UNOCHA*1)、国連食糧農業機関(FAO*2)、国際原子力機
関(IAEA*3)、国際世界食糧計画(WFP*4)などの国連機関の専門家チームなども
次々に来日しました。各国・地域が派遣した支援チームは、日本の警察や消

防、自衛隊などと協力し、熱心に救助・捜索活動、がれき撤去作業、医療活

動などに従事。また、隊員たちは言語の壁を越えて地元の人々との交流を図

り、その存在と活動ぶりは各地の被災者の方々を大いに勇気付け、励ますも

のでした。	 

*1	 UNOCHA = The United Nations Office for the Coordination of Humanitarian Affairs 
*2	 FAO = Food and Agriculture Organization of the United Nations 
*3	 IAEA = International Atomic Energy Agency 
*4	 WFP = World Food Programme 
	 

2 
	 

韓国をはじめとする諸外国からの迅速な支援	 
	 

震災後３日間の間に、6つの国	 (韓国、
米国、シンガポール、中国、スイス、

ドイツ)	 が被災地に入りました。その

中でも、震災翌日にいち早く消防防災

庁職員などで構成されるレスキューチ

ームを派遣したのは、お隣の韓国でし

た。3月 12日に救助犬チーム（人員 5
名と救助犬 2匹）、さらに 3月 14日に
は追加支援隊員 102名が派遣され、総
勢 107名という大規模な救助隊が宮城県仙台市などで活動。警察とともに、
救助犬や機器類を利用して、被害が大きかった宮城野区蒲生地区などで行方

不明者の救助・捜索活動を展開しました。また、中国は 3月 14日より岩手県
大船渡市で、台湾は 3月 16日より、モンゴルは 17 日より、	 宮城県名取市、
岩沼市等でそれぞれ支援チームの活動を開始しました。	 
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3 総勢150名以上のレスキュー隊員を派遣したロシア	 
	 

ロシア政府は、国内外での豊富な経験

を有する非常事態省のレスキューチー

ムを日本に派遣しました。3月 16日か
ら第 1隊(75名)が宮城県石巻市で活動
を開始。翌 17日には第 2隊の 79名も
合流し、総勢 150名以上の規模で主に
行方不明者の救助・捜索活動に取り組

みました。熟練した隊員たちは危険な

倒壊家屋にも臆することなく入り、担

当区域を越えて熱心に捜索活動を展開。石巻市での任務終了後、第 1隊を率
いた隊長は「日本人は偉大な民族だ。このような災害に遭っても、泣き叫ぶ

こともせず、略奪もせず、人を責めることもせず、黙々と（復旧）作業を行

っている。日本人は、今回の災害も必ずや乗り越えるに違いない。」と述

べ、日本国民に力強いエールを送りました。	 

	 

	 出典：わかる！国際情勢	 Vol.73 2011年 6月 6日  世界が日本に差し伸べた	 
支援の手〜東日本大震災での各国・地域支援チームの活躍 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol73/ 
	 

 
1.1.	 	 	 段落 1、2、3の 3つのタイトルを見てください。タイトルを読んだだけで予想で	 
	 	 	 	 	 	 きる・はっきりとわかる内容に○をつけてください。それぞれ一つずつあります。	 

	 

	 段落1「震災直後から続々と届く世界中からの温かく力強い支援」	 
a. （	 	 ）支援活動には国内の団体だけが参加した。	 
b. （	 	 ）支援は震災後すぐに始まった。	 
c. （	 	 ）支援は震災後だけ行われた。	 

 
	 段落 2「韓国をはじめとする諸外国からの迅速な支援」	 

a. （	 	 ）この記事は韓国の活動についてだけ書かれている。	 
b. （	 	 ）韓国は援助をしてくれた国の一つだ。	 
c. （	 	 ）震災後、しばらくしてから韓国の支援が始った。	 

	 

	 段落3「総勢150名以上のレスキュー隊員を派遣したロシア」	 
a. （	 	 ）この記事はロシアの活動について書かれている。	 
b. （	 	 ）この活動に参加したのは 150名だ。	 
c. （	 	 ）震災後、しばらくしてから支援が始まった。	 
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2.	 もう一度段落 1を読んでください。	 
2.1.	 	 	 いつ、誰が、何をするために日本にやって来ましたか。適切な言葉を下の	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 しかくから選んで＿＿＿＿に書き入れ、文章を完成させてください。	 

	 

	 震災後、約 2ヶ月間で	 _____________	 23の国と地域から	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿や	 
	 

	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿、また国連人道問題調整部	 (UNOCHA)、国連食糧農業機関	 
	 

	 (FAO)、国際原子力機関	 (IAEA)、国際世界食糧計画	 (WFP)などの	 ＿＿＿＿＿＿＿＿	 
	 

	 の専門家チームが、被災地の復興活動を支援するために次々と来日した。こうした	 

	 

	 隊員達の活動は、地元の人々を勇気付けた。	 

	 

 
2.2.   2.1. でまとめた内容をもう一度読んでください。いつ、誰が、何をするために日
	 本に来たのか、答えてください。	 

	 

	 	 いつ：	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

	 

	 	 誰：	 	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

	 

	 	 何をするために：	 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 	 

	 

2.3.	 	 	 海外からの支援チームは日本でどのような活動を行いましたか。3つあげて	 
	 	 ください。	 

	 

• 	 

• 	 

• 	 

	 

2.4.	 	 	 海外からの支援チームと協力して活動を行ったのは、日本のどの団体・組織	 
	 	 ですか。	 

	 

	 

2.5.   海外支援が被災地の人々にどのような影響を与えたかが書かれている文に線を	 
	 	 ひいてください。	 
 

警察	 	 	 消防	 	 	 医療活動	 	 緊急援助隊	 	 アジア	 

医療支援チーム	 被災者	 	 国連機関	 	 自衛隊	 	 世界	 
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3.	 段落 2をもう一度読んでください。	 
3.1.   この記事は震災後何日間の活動について書かれていますか。	 
	 

	 

3.2.	 	 	 段落 2に出てくる世界の国や地域が、いつから、どこに支援チームを派遣してい
	 るのか、表にまとめてください。	 

	 

国・地域	 派遣された日/	 

活動を始めた日	 

活動した地域	 

	 

韓国	 

	 	 

	 

中国	 

	 

	 

	 

	 

台湾	 

	 

	 

	 

	 

モンゴル	 

	 

	 

	 

	 

3.3.	 	 	 上であげた国や地域の中で、一番最初に日本に支援に来てくれたのはどこですか。	 
	 

	 

3.4.     韓国の活動について、くわしく見ていきましょう。	 
3.4.1.  韓国から日本に派遣されたのは、合計で何人ですか。	 
	 

	 

3.4.2.  韓国からはどのような支援チームが派遣され、主にどのような活動を行
おこな

いまし	 

	 	 たか。	 

	 

	 

3.4.3.  韓国は日本のどのような機関・団体と協力をして活動を行いましたか。	 
	 

	 

	 

4.	 段落 3をもう一度読んでください。ロシアの活動についてくわしく見ていきます。	 	 
4.1.     ロシア政府が日本に派遣したのは、どんなチームですか。	 
	 

	 

4.2.     この派遣は何回に分けて、いつ行われましたか。	 
	 

	 

4.3.     合計で何人が派遣されましたか。	 
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4.4.	 	 	 段落 3の最後にある隊長の言葉をもう一度読んでください。東日本大震災で大変
	 な被害にあった日本人は、このロシアの隊長の目にはどのように映っていたので

	 しょうか。	 

	 

	 

	 

	 

5. 全体をもう一度読んでから、本文の内容とあっているものには○、間違っているもの
	 には×をつけてください。 

a. (	 	 )	 震災直後から、世界中から支援があった。	 

b. (	 	 )	 各国の支援団体は単独
たんどく

で活動を行った。	 

c. (	 	 )	 各国の支援チームと日本人たちは言葉の違いからコミュニケーション
	 	 	 	 がとれなかった。	 

d. (	 	 )	 支援活動には東北でペットとしてかわれていた犬も使われた。	 
e. (	 	 )	 海外支援チームは、医療支援活動だけを行った。	 

	 

6. 言語学習	  
6.1.    次の漢字に読みがなをつけてください。読み物の中で、その語を使った文を探し	 	 
	 	 	 	 て書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。	 
 

読みがな	 文（読み物からの例）	 

	 

派遣する	 

	 

	 

協力する	 

	 

	 

壁を越える	 

	 

	 

従事する	 

	 

	 

調整する	 

	 

	 

開始する	 

	 

	 

展開する	 

	 

	 

捜索する	 

	 

	 

勇気付ける	 
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6.2.	 	 	 （	 	 	 ）に	 	 	 	 の	 中の漢字を一つずついれて熟
じゅく

語を作ってください。そし

	 	 	 てその熟語の読み方を＿＿＿＿に書いてください。同じ漢字を 2度使ってもかま
	 	 	 いません。使わない漢字もあります。	 

	 

	 例）助ける＝救助（する）（きゅうじょ）	 

	 

	 1)	 すばやい	 ＝	 	 	 迅	 	 	 （	 	 	 	 ）	 な	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 な	 
	 

	 2)	 広げる	 ＝	 （	 	 	 	 ）（	 	 	 	 ）する	 	 	 	 	 	 	 	 	 する	 
	 

	 3)  始める	 ＝	 （	 	 	 	 ）（	 	 	 	 ）する	 	 	 	 	 	 	 	 	 する	 
	 

	 4)	 行かせる	 ＝	 	 	 	 	 派	 	 	 	 （	 	 	 	 ）する	 	 	 	 	 	 	 	 	 する	 	 
	 

	 5)  捜す	 ＝	 （	 	 	 	 ）	 	 	 索	 	 	 	 	 	 する	 	 	 	 	 	 	 	 	 する	 

	 

	 
 
 
 
 
 
III.  読んだ後で  
	 

次に 4つの活動	 (1.1.、1.2.、2.1.、 2.2.) があります。4つの中から好きな活動を選び、そ
れぞれのグループに分かれて、活動に取り組んでください。 
 
1. 話す 
1.1.  ディスカッション 

非常事態の中、いち早く復興支援に駆けつけた国々の中には、韓国や中国があり

ました。日本と歴史的な問題があっても、このような災害時には困っている人々

を助けました。また戦争をしている国々であっても「国境なき医師団」のように、

人々は助け合うこともあります。人はどうしてそのような気持ちになるのでしょ

うか。どのような時に国境を超えた助け合いが生まれるのか、グループで話し合

いましょう。 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 早	 	 	 	 捜	 	 	 展	 	 始	 	 	 	 	 閉	 

	 	 	 	 	 

	 	 遅	 	 	 	 開	 	 	 速	 	 遣	 	 用	 	 	 	 	 	 
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1.2. 	 	 インタビュー	 
	 	 人はどのような時に他人のために何かをしたいと思うのか、インタビューを通し

	 	 てその答えを探しましょう。	 

	 

  Step 1:	 まず、みなさんの学校や地域で、他国でのボランティア活動（災害ボラン
	 	 	 ティア、教会を通しての活動など）に参加したことがある人を探してくだ

	 	 	 さい。そしてインタビューをしてメモを取ってください。	 

	 

	 	 インタビューのポイント：	 

• いつ、どこで、どのような活動をしたのか。	 

• どうしてボランティア活動に参加しようと思ったのか。きっかけは何か。	 

• 大変だったことは何か。	 

• ボランティア活動を通して得たことは何か。	 

• ボランティア活動に参加する前と参加した後で、何か変わったことはあるか。	 

• また機会があれば、そうした活動に参加したいと思うか。思わないか。	 

	 	 	 	 	 	 それはどうしてか。	 

	 

  Step 2: どうして他人のために何かをしたいという気持ちになるか、メモ書きをも
	 	 	 とにグループで話し合ってください。	 
 
  Step 3: グループの意見をまとめ、クラスで発表してください。	 
 
2.	 書く	 
2.1.	 	 コラム「オピニオン」を書く	 
	 	 日本の新聞には読者の声をのせる「オピニオン」のページがあります。「なぜ国

	 	 際社会は交流することが大切なのか」について東日本大震災を例に自分の意見を

	 	 600字でまとめてください。書き終わったらその内容について、グループでお互	 
	 	 いにコメントし合いましょう。そして書き直した後で、自分の好きな新聞社に送

	 	 ってみましょう。一人で書いてもペアで書いてもかまいません。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 



 © Junko Tokuda Simpson, 2014 31 

2.2.	 	 推薦状
すいせんじょう

をお願いするための eメールを書く	 
	 	 このユニットでは JETプログラム参加者が行った東日本大震災への支援活動につ

	 	 いて勉強しました。JETプログラムの活動に興味を持ったので、応募
おうぼ

してみたい	 

	 	 と思いました。応募するには、志望理由を書いたエッセーや先生からの推薦状が

	 	 必要です。日本語の先生に eメールを書いて、JETプログラムに参加したい目的	 
	 	 と理由をはっきりと説明しながら、推薦状をお願いしてください。	 

	 

	 	 ＜eメールのポイント＞	 	 

• JETプログラムに参加したい志望動機
しぼう ど う き

をしっかり説明できるか。	 

• JETプログラムで自分は日本でどんなことができるか。	 
• どうして他の交流プログラムではなく JETプログラムに参加したいのか。他
のプログラムとは違いは何か。	 

• 日本にとってどのくらい JETプログラムは大切か。それはなぜか。	 
• 自分と自分の国にとってどのくらい JETプログラムは大切か。	 

	 

＜参考＞	 	 

次のウェブサイトを読んだりビデオを見たりして JETプログラムの活動を深く調

べて、志望動機がしっかり説明できるように準備
じゅんび

しましょう。	 

	 

JET Program Website	 (英語のサイト)	 
http://www.jetprogramme.org/e/aspiring/index.html 
	 

JET Program Website	 (日本語のサイト)	 
http://www.jetprogramme.org/j/aspiring/index.html 
 
On Getting Into the JET Program: The Statement of Purpose 
http://thisjapaneselife.org/2013/10/30/jet-program-statement-purpose/ 
 
JET PROGRAM APPLICATION ADVICE 
http://awalkinjapan.wordpress.com/2012/10/25/jet-application-advice/ 
 
The Hitchhiker’s Guide to the JET Application Process 
http://japan.aoi-tori.org/the-hitchhikers-guide-to-the-jet-application-process/	 
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最後に	 

	 

プロジェクト	 

	 

このユニットで勉強した国際交流活動を思い出して、次のプロジェクトをしてください。	 

	 

1.  自分の学校や地域で、2011年 3月 11日以降、被災地を支援するために行われた活動
	 はありますか。また、実際に被災地で支援活動に参加した人を知っていますか。みな

	 さんや友達、コミュニティーで関わった支援活動の内容を、できるだけ詳しく書いて

	 ください。	 

地元（アメリカ国内）での活動	 被災地（東北地方）に行っての活動	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

2. このプロジェクトでは、皆さんが被災地の人々のためにできる活動について考えます。
	 3、4人のグループで活動の内容を考えて計画を立て、アウトラインを作った後で、
	 その内容をクラスで発表します。	 

2.1.	 	 	 もしあなたが今度の夏休みに被災地の人々のために 1週間程度でできそうな活動
	 をするとしたら、どちらに興味がありますか。（今回は活動のプランを立てるこ

	 とが目的ですので、実際に日本に行けない場合でも、被災地での活動を選ぶこと

	 もできます。）	 

	 

	 	 	 □	 アメリカ国内での活動	 	 □	 被災地での活動	 

	 

2.2.	 	 	 どちらか一つに答えてください。以下のサイトなどを参考にし、現地の人達の現
	 在のニーズを考えながら、活動の内容を考えてください。	 

	 

• 「アメリカ国内での活動」を選んだグループ	 

	 	 アメリカ国内では、被災地のためにどのような活動ができると思いますか。

	 	 	 	 	 グループで案を考えましょう。	 

	 

• 「被災地での活動」を選んだグループ	 

	 	 	 	 日本でできる復興支援活動にはどのようなものがありますか。自分達にも実	 

	 	 際にできそうな活動をあげてみましょう。	 
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【日本語】	 

助けあいジャパン	 	 
http://tasukeaijapan.jp/?cat=173 
	 

Team Japan 300	 （心のケア、日本でのセミナー参加などが必要）	 
http://teamjapan300.net/project/philosophy.html 
	 

RSA JAPAN	 (南三陸町復興支援)	 	 
http://www.rsaj.info 
	 

【English】 
Shop Tohoku  
http://shoptohoku.com/shop/ 
	 
globalgiving 
http://www.globalgiving.org/dy/v2/content/search.html?q=*&fq=country:Japan 
	 
After School Lessons for Tohoku Children 
(A University Degreeという条件がありますが、日本での留学経験者などは、受け入れて
もらえる可能性があるかもしれません。)	 
http://aslftc.com/teachers/ 
	 
AJET Opportunities to Volunteer 
http://ajet.net/opportunities-to-volunteer/ 
	 

	 

2.3. グループでよく話し合って、自分達がしたい活動の内容を決めてください。	 

	 

	 	 活動内容：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	 

	 

	 

2.4.	 	 あなたのグループはどうして 2.3.で選んだ復興支援活動を行いたいと思いました
	 か。その理由をできるだけ詳しく説明してください。	 

	 

	 

	 

2.5.	 	 	 活動の内容を具体化するために、アウトラインを作ります。どのような項目
こうもく

が入

	 っていると、いいアウトラインになると思いますか。グループで話し合ってくだ

	 さい。	 
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2.6.	 	 	 上で考えたアウトラインの項目と以下を比べ、追加する項目がある場合にはそれ
	 を書き加えてください。各グループで話し合った後にクラス全体で項目を比べ、

	 アウトラインに入れる項目をクラスで決めましょう。	 
 
 
2.7.	 	 グループで話し合いやリサーチをしながら、アウトラインを完成させましょう。	 
	 

1)	 活動内容	 
	 

	 

	 

	 

	 

2)	 参考にしたサイト（上記以外でも可）	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

3)	 活動場所	 
	 

	 

	 

4)	 目的	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

5)	 期間	 
	 

	 

1週間程度	 

6)	 期待される効果（この活動が現地の復
興にどのように役立つのか）	 
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7)	 中間団体（すでにある NPOなどのプロ
グラムを利用して活動を行うのか、独自で

何か活動を行うのか）	 

	 

	 

8)	 大まかな支援活動の流れ	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

9)	 参加者が支援活動から得られること	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

10)	 	 
	 

	 

	 

11)	 
	 

	 

	 

12)	 
	 

	 

	 

	 

2.8.	 	 	 アウトラインを書き終わったら先生からコメントをもらい、その後クラスで発表
	 をして、お互いのプランを評価しあいましょう。	 

 
 
2.9.	 	 	 実際に次の夏休みにできそうな支援活動があれば、先生に相談をして、計画を進
	 めてください。	 


